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（
５
面
へ
続
く
）

市
政
全
般
に
わ
た
り　

人
の
議
員
が
質
問

１８

（
要
旨
を
掲
載
）

　

老
朽
化
す
る
社
会
資
本
整
備
の

改
修
等
を
急
が
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
の
観
点
か
ら
、
公
共
施
設
白

書
策
定
事
業
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

白
書
で
は
、
公
共
施
設
の
資
産

価
値
、
利
用
状
況
や
維
持
管
理
経

費
の
フ
ル
コ
ス
ト
を
把
握
し
、
課

題
整
理
に
４
年
間
計
画
で
取
り
組

む
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
本
市
に

お
け
る
対
象
施
設
の
数
、総
面
積
、

総
資
産
額
等
を
お
伺
い
し
ま
す
。

　

そ
し
て
、
大
規
模
改
修
を
含
む

建
て
か
え
等
の
計
画
は
何
年
間
を

考
え
て
い
る
の
か
、
ま
た
、
人
口

推
計
や
財
政
負
担
を
考
え
る
と

小
・
中
学
校
の
統
廃
合
や
学
校
と

福
祉
施
設
の
複
合
化
に
よ
る
合
理

化
な
ど
複
数
機
能
を
備
え
た
施
設

整
備
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
と
思

い
ま
す
が
、
そ
の
所
見
を
伺
い
ま

す
。

　

さ
ら
に
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
法
改
正
で
可

能
と
な
っ
た
所
有
権
を
保
持
し
な

が
ら
施
設
の
運
営
権
を
民
間
事
業

者
に
付
与
し
事
業
を
実
施
し
て
も

ら
う
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
方
式
に
つ

い
て
ご
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　

特
定
政
策
推
進
室
長　

施
設
数

は
、　

施
設
で
１
４
５
棟
、
総
面

７６

積
は
、　

万
７
４
７
平
方
メ
ー
ト

２４

ル
で
、
総
資
産
額
は
４
２
０
億
６

９
３
３
万
２
千
円
で
す
。
大
規
模

改
修
を
含
む
建
て
か
え
等
の
計
画

年
数
や
施
設
の
複
合
化
、
合
理
化

に
つ
い
て
は
利
活
用
指
針
策
定
時

に
検
討
し
ま
す
。
ま
た
、
コ
ン
セ

ッ
シ
ョ
ン
方
式
に
つ
い
て
は
研
究

し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
が
地
震
列
島
日

本
の
さ
ま
ざ
ま
な
地
震
に
影
響
を

及
ぼ
し
、
首
都
直
下
型
地
震
や
関

東
大
震
災
ク
ラ
ス
の
巨
大
地
震
も

想
定
さ
れ
、
大
地
震
の
被
害
想
定

を
見
直
す
動
き
が
相
次
い
で
い
ま

す
。
関
東
大
震
災
な
ど
の
歴
史
の

教
訓
を
生
か
し
た
防
災
対
策
に
し

て
い
く
こ
と
が
、
減
災
に
つ
な
が

る
と
東
日
本
大
震
災
で
証
明
さ
れ

ま
し
た
。
こ
と
し
３
月
に
各
家
庭

に
配
布
さ
れ
た
防
災
マ
ッ
プ
で
は

四
ツ
谷
、
新
田
宿
地
区
は
極
め
て

液
状
化
が
低
い
地
域
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
関
東
大
震
災
で
は
む
し
ろ

逆
で
四
ツ
谷
、
新
田
宿
、
中
河
原

地
区
で
大
変
な
液
状
化
が
起
こ
り

ま
し
た
。
本
市
が
関
東
大
震
災
の

教
訓
を
後
世
に
生
か
す
た
め
昭
和

　

年
に
発
行
し
た
「
座
間
の
語
り

５９伝
え
」
に
よ
る
と
、
四
ツ
谷
３
人
、

新
田
宿
６
人
、
中
河
原
４
人
の
聴

き
取
り
調
査
で
、
全
員
が
異
口
同

音
に
地
割
れ
が
起
き
泥
水
が
噴
き

上
げ
る
液
状
化
で
家
屋
が
倒
壊
し

傾
い
た
こ
と
を
証
言
し
て
い
ま
す
。

　

防
災
マ
ッ
プ
の
訂
正
と
と
も
に
、

相
模
川
の
洪
水
対
策
を
含
め
過
去

の
歴
史
に
学
ん
だ
生
き
た
防
災
対

策
を
求
め
る
も
の
で
す
。

　

市
長　

防
災
マ
ッ
プ
の
液
状
化

危
険
地
域
の
記
述
は
、県
の
調
査
、

検
討
結
果
に
基
づ
く
も
の
で
す
が
、

実
態
に
即
し
て
い
な
い
の
で
は
、

と
い
う
印
象
が
あ
り
、
課
題
と
し

て
認
識
し
て
い
ま
す
。
今
後
県
へ

所
感
を
伝
え
、
地
域
感
覚
に
即
し

た
対
応
を
し
て
い
く
つ
も
り
で
す
。

　

民
間
企
業
の
ト
ッ
プ
や
座
間
市

商
工
会
会
長
を
務
め
ら
れ
た
経
験

か
ら
、
公
務
員
に
不
足
し
て
い
た

コ
ス
ト
意
識
の
定
着
化
や
無
駄
の

削
減
に
腐
心
し
、
厳
し
い
財
政
状

況
の
中
で
行
財
政
改
革
等
に
積
極

的
に
取
り
組
み
、
ま
た
、
キ
ャ
ン

プ
座
間
返
還
跡
地
の
利
用
計
画
の

策
定
に
も
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

を
発
揮
し
、
総
合
病
院
の
誘
致
、

新
消
防
庁
舎
の
建
設
に
向
け
大
き

く
前
進
を
さ
せ
て
来
ら
れ
ま
し
た
。

市
長
が
不
退
転
の
決
意
で
取
り
組

む
と
表
明
さ
れ
た
キ
ャ
ン
プ
座
間

返
還
跡
地
へ
の
総
合
病
院
誘
致
や
、

小
児
医
療
費
助
成
、
国
保
会
計
の

健
全
化
、
さ
ら
に
、
市
長
み
ず
か

ら
の
手
で
策
定
し
た
第
四
次
総
合

計
画
の
着
実
な
推
進
な
ど
、
大
き

　

一
方
新
シ
ス
テ
ム
で
は
、
自
治

体
は
、
必
要
度
に
応
じ
入
所
を
決

め
る
の
で
は
な
く
、
保
育
の
必
要

性
を
認
め
る
認
定
証
を
発
行
し
、

保
育
園
を
紹
介
す
る
だ
け
と
な
る

た
め
、
保
護
者
が
自
ら
保
育
園
を

探
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。
更
に
企

業
の
参
入
が
可
能
と
な
り
、
儲
け

を
出
す
た
め
保
育
士
の
低
賃
金
化

や
非
正
規
化
で
コ
ス
ト
削
減
を
し
、

経
営
状
況
に
よ
っ
て
は
撤
退
も
自

由
で
す
。
新
シ
ス
テ
ム
導
入
に
つ

い
て
予
算
不
足
と
言
う
声
も
あ
る

が
財
源
が
あ
れ
ば
導
入
し
て
よ
い

と
い
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

市
長
は
こ
の
新
シ
ス
テ
ム
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
て
い
る

の
か
、
ま
た
人
員
削
減
が
進
み　
１４

人
も
不
足
し
て
い
る
が
何
人
ま
で

削
減
す
る
の
か
、
お
聞
き
し
ま

す
。

　

市
長　

国
の
政
策
と
し
て
進
め

ら
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
考
え
て
い

く
課
題
だ
と
考
え
ま
す
。
人
員
に

つ
い
て
は
平
成　

年
度
に
は
１
名

２５

採
用
予
定
で
す
。

　

過
日
行
わ
れ
た
米
空
母
艦
載
機

の
発
着
訓
練
の
す
さ
ま
じ
さ
に
苦

情
が
殺
到
、
私
も
あ
る
機
関
紙
に

「
人
口
密
集
地
の
飛
行
訓
練
に
強

く
抗
議
」
と
の
文
章
を
寄
せ
ま
し

た
が
、
紙
面
と
な
り
目
前
に
置
か

れ
る
と
、
書
い
た
私
自
身
、
強
い

違
和
感
を
抱
き
ま
し
た
。
私
た
ち

の
求
め
る
べ
き
こ
と
は
飛
行
訓
練

の
あ
り
方
で
は
な
く
基
地
の
あ
り

方
そ
の
も
の
。
原
子
炉
を
２
つ
も

有
し
て
い
る
空
母
の
配
備
、
事
故

の
脅
威
は
横
須
賀
に
原
発
が
あ
る

の
と
変
わ
ら
な
い
こ
と
へ
の
抗
議

と
自
覚
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

沖
縄
へ
の
極
端
な
基
地
依
存
、

原
発
立
地
県
へ
の
電
力
依
存
、
安

全
保
障
も
経
済
成
長
も
特
定
地
域

の
人
々
の
犠
牲
の
上
に
成
立
し
て
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な
課
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。
解

決
に
向
け
だ
れ
か
に
託
す
の
か
、

み
ず
か
ら
取
り
組
む
の
か
、
９
月

の
市
長
選
挙
ま
で
残
す
と
こ
ろ
わ

ず
か
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
態
度

表
明
さ
れ
ま
す
よ
う
望
み
ま
す
。

　

市
長　

第
四
次
総
合
計
画
推
進

と
キ
ャ
ン
プ
座
間
返
還
跡
地
の
有

効
活
用
の
具
現
化
は
、
み
ず
か
ら

が
口
火
を
切
っ
た
事
実
、
私
に
は

座
間
の
未
来
へ
向
け
て
の
重
要
な

テ
ー
マ
を
実
り
あ
る
も
の
に
な
し

遂
げ
て
い
く
重
い
責
務
が
ご
ざ
い

ま
す
。
私
み
ず
か
ら
が
先
頭
に
立

ち
、
誠
心
誠
意
、
粉
骨
砕
身
、
不

退
転
の
姿
勢
で
、
市
民
皆
様
と
と

も
に
歩
ま
せ
て
い
た
だ
き
た
く
、

そ
の
決
意
を
改
め
て
表
明
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

小
松
原
か
ら
南
林
間
入
口
交
差

点
を
通
過
し
、
ひ
ば
り
が
丘
を
経

由
、
国
道
２
４
６
号
線
を
渡
り
東

原
へ
向
か
う
道
路
、
市
道　

号
線

１０

に
つ
い
て
、
南
林
間
入
口
交
差
点

か
ら
交
番
（
派
出
所
）
の
前
ま
で

の
約
３
０
０
ｍ
の
間
は
歩
道
も
あ

り
ま
せ
ん
。
加
え
て
車
両
の
交
通

量
も
多
く
、
危
険
で
す
。
多
く
の

生
徒
・
児
童
の
み
な
さ
ん
（
相
模

向
陽
館
・
旭
小
学
校
・
東
中
学
校
・

い
ま
す
。
基
地
あ
る
こ
と
の
犠
牲

を
だ
れ
に
も
押
し
つ
け
る
べ
き
で

は
な
く
、
基
地
も
原
発
も
そ
れ
を

受
け
入
れ
推
進
し
て
き
た
国
策
そ

の
も
の
を
見
直
す
し
か
な
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
見
解

を
伺
い
ま
す
。

　

市
長　

基
地
自
体
の
存
在
は
日

米
の
同
盟
関
係
、
我
が
国
を
取
り

巻
く
安
全
保
障
全
体
の
枠
組
み
の

中
で
、
必
要
と
さ
れ
る
も
の
に
つ

い
て
は
ど
こ
か
が
受
忍
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
も
あ
ろ
う
か
と

思
い
ま
す
。
た
だ
、
今
回
の
厚
木

基
地
の
騒
音
に
つ
い
て
は
、
受
忍

で
き
る
限
界
を
超
え
て
お
り
、
し

っ
か
り
と
国
と
し
て
対
応
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
強
く
要
請
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

柏
木　

育
子 
議
員
《
日
本
共
産
党
》

子
育
て
新
シ
ス
テ
ム
を

導
入
す
る
な

▽　

５
月　

日　

開
会
、
会
期
決
定
、

３１

会
議
録
署
名
議
員
指
名
、
議
案
上
程
・

提
案
説
明
・
質
疑
・
委
員
会
付
託
省
略
・

討
論
・
採
決
、
議
案
上
程
・
提
案
説
明
・

総
括
質
疑
・
委
員
会
付
託
、
陳
情
上
程
・

委
員
会
付
託
、
報
告
上
程
・
質
疑

▽　

６
月
７
日　

一
般
質
問

▽　

６
月
８
日　

一
般
質
問

▽　

６
月　

日　

一
般
質
問
、
議
案
上

１１

程
・
提
案
説
明
・
質
疑
・
委
員
会
付
託

▽　

６
月　

日　

議
案
上
程
・
委
員
会

２５

審
査
報
告
･
質
疑
・
討
論
・
採
決
、
議

員
提
出
議
案
及
び
陳
情
上
程
・
委
員
会

審
査
報
告
・
質
疑
・
討
論
・
採
決
、
継

続
審
査
案
件
上
程
、
基
地
対
策
特
別
委

員
会
中
間
報
告
・
質
疑
、
議
会
改
革
特

別
委
員
会
中
間
報
告
・
質
疑
、
議
案
上

程
・
提
案
説
明
・
質
疑
・
委
員
会
付
託

省
略
・
討
論
・
採
決
、
議
員
提
出
議
案

上
程
・
（
提
案
説
明
・
質
疑
・
委
員
会

付
託
・
討
論
）
省
略
・
採
決
、
閉
会

　

な
お
、
総
括
質
疑
、
質
疑
、
討
論
は
、

次
の
議
員
が
行
い
ま
し
た
。

　

議
案
第　

号
〜
第　

号
に
対
す
る
質

３８

４１

疑
（
５
月　

日
）

３１

　

池
田
徳
晴
（
市
政
ク
ラ
ブ
）
、
牧
嶋

と
よ
子
（
神
奈
川
ネ
ッ
ト
）
、
中
澤
邦

雄
（
日
本
共
産
党
）

　

総
括
質
疑
（
５
月　

日
）

３１

　

池
田
徳
晴
（
市
政
ク
ラ
ブ
）
、
守
谷

浩
一
（
日
本
共
産
党
）
、
牧
嶋
と
よ
子

（
神
奈
川
ネ
ッ
ト
）
、
木
村
正
博
（
公

明
党
）
、
小
川
成
男
（
政
和
会
）

　

報
告
に
対
す
る
質
疑
（
５
月　

日
）

３１

　

牧
嶋
と
よ
子
（
神
奈
川
ネ
ッ
ト
）
、

中
澤
邦
雄
（
日
本
共
産
党
）

　

討
論
（
６
月　

日
）

２５

　

竹
市
信
司
（
市
民
連
合
）
、
沖
本
浩

二
（
市
政
ク
ラ
ブ
）
、
守
谷
浩
一
（
日

本
共
産
党
）
、
伊
藤
正
（
政
和
会
）
、

牧
嶋
と
よ
子
（
神
奈
川
ネ
ッ
ト
）
、

　

議
員
提
出
議
案
第
３
号
に
対
す
る
討

論
（
６
月　

日
）

２５

　

中
澤
邦
雄
（
日
本
共
産
党
）
、
沖
本

浩
二
（
市
政
ク
ラ
ブ
）
、
竹
市
信
司（
市

民
連
合
）

本本
会会
議議
のの
概概
要要

三
枝　

浩
樹 
議
員

私
も
ヒ
ヤ
ッ
と
し
た
、南
林
間
入
口
交
差
点

熱
中
症
対
策
に
『
ざ
ま
み
ず
』
を

　

現
行
保
育
制
度
で
は
、
児
童
福

祉
法
第　

条
第
１
項
本
文
に
、

２４

「
市
町
村
は
保
育
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
規
定
し
て
い
ま
す
。

ま
た
市
町
村
は
「
保
育
の
質
を
確

保
す
る
義
務
」
を
負
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
義
務
に
対
し
て
保
護
者
は
、

市
町
村
に
保
育
の
量
や
質
の
確
保

を
す
る
よ
う
求
め
る
権
利
が
保
障

さ
れ
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、

市
町
村
は
待
機
児
解
消
に
力
を
注

い
で
い
る
の
で
す
。

安
海　

の
ぞ
み 
議
員
《
神
奈
川
ネ
ッ
ト
》

空
母
艦
載
機
騒
音
被
害
か
ら

基
地
対
策
を
問
う

木
村　

正
博 
議
員
《
公
明
党
》

今
後
の
施
政
方
針
に
つ
い
て

市
長
に
問
う

中
澤　

邦
雄 
議
員
《
日
本
共
産
党
》

関
東
大
震
災
の
教
訓
を
、

防
災
対
策
に

上
沢　

本
尚 
議
員
《
公
明
党
》

防
災
・
減
災
に
つ
い
て

老
朽
化
す
る
施
設
の
改
修
を
急
げ


